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教育を救護班に行う必要があると考えた。平成 22 年度より、3 ヵ
年計画で新救護班研修「SPDT Small Packaged Disaster Training」
（以下、SPDT と略す）を企画し、指導者の育成と研修を開始した。






































































































訓練の満足度は、103 名 (96.0%) が、良かった～やや良かったと回
答した。「最も興味深く、有意義だった」のは「実働訓練」で、71
名 (66.0％ )。内容の理解では「赤十字救護活動の指揮命令系統」で
87 名 (81.0％ ) が、よく理解できた～概ね理解できたという回答だっ
た。「被爆講座」では、これまで全く知識が無く、大変有意義だっ
たという意見があった。「DMORT 活動」では、実践は難しいが個
人が心構えを持ち、チームで対応する事が重要、日常の臨床場面で
も応用可能との感想があった。
【考察】東日本大震災大震災での救護活動の検証会を受けて構成し
た訓練内容は、概ね目的を達成できた。今後の訓練では、他の防災
関係機関や DMAT 等との連携した訓練が必要である。また、救護
班には様々な役割が求められるため、災害種類別、サイクル別、活
動別の訓練内容を考えることも必要である。
